
様式２（対象設備確認書）　作成方法(更新の場合） 2023.1.13

（０） 導入設備番号

　設備ごとに作成。設備区分及び設備種別に1-1，1-2のように採番。

　同一仕様・型番（型式)の設備は１枚で可。

【作成手順】 【記載内容】

《省エネ法対象（トップランナー基準が有る）設備記入欄》

（１） エネルギー消費効率目標値 導入設備のトップランナー基準値

（２） 導入設備のエネルギー効率 導入設備のカタログ又は仕様書に記載された性能

（３） エネルギー消費効率の単位 《例》　APF2015(2013)、kWh/年、lm/W等

（４） 導入設備の省エネ達成率 冷蔵冷凍設備及び変圧器は（２）÷（１）、他は（２）÷（１）で算出

《省エネ法対象外（トップランナー基準が無い）設備記入欄》

（５） 既存設備の区分・種別 既存設備の設備区分及び種別（対象設備一覧表参照）

（６） 導入設備の区分・種別 導入設備の設備区分及び種別（対象設備一覧表参照）

（７） エネルギー消費効率等 既存及び導入設備の省エネ効率（カタログ・仕様書に記載

（８） エネルギー消費効率等 される省エネ性能）を記載

（9） 既存設備のメーカー、型番・型式、導入年等 既存設備の仕様書・銘板（写真）で確認して記載

（10）導入設備のメーカー、型番・型式、導入年等 導入設備カタログ・仕様書及び見積書で確認して記載

《導入する設備の概要》

（11）設備区分 導入設備の設備区分（対象設備一覧表参照）

（12）設備種別 導入設備の設備種別（対象設備一覧表参照）

（13）規格 対象設備一覧表の規格に記載される規格（又は引用規格）

（14）助成金の省エネ基準 対象設備一覧表の省エネ性能に関する基準を転記

（15）省エネルギー効率等 (2)項又は(8)項の消費効率等を転記

(4)項又は（7）,（8）項から算出される達成率又は改善率（%)

《助成金申請者の情報》 申請者の名称・所在地・担当者及び連絡先

《設備施工事業者による性能確認》 レ点チェック

《確認者名（設備施工業者の担当者名）》 導入設備の施工（見積）業者の担当者名

《設備施工事業者》 住所、名称、代表者の役職名及び氏名

《役職名の例》　代表取締役、所長、代表

【留意事項】

1.記載事項に漏れが無いようにする。

2.カタログ・仕様書・取扱説明書等の掲載情報を記載すると共にこれらの資料を添付

3.規格に合致した製品であることのカタログ・仕様書・取扱説明書、メーカーの自己宣言書を添付

4.カタログ・仕様書以外でエネルギー消費効率を算出した場合には、根拠となる資料を添付
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